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～インフルエンザについて～ 

 

中津川市地域総合医療センター 船橋浩一 

 

新年おめでとうございます。中津川に来て初めての冬、思っていた以上の寒さです・・・。

先日は十日えびすに行ってきましたが、すごい人出ですね。 

 

寒い時期に人が集まると流行するのが、インフルエンザです。 

岐阜県では年末からインフルエンザ患者数が急増し、1月8日に「インフルエンザ警報」が

発令されました。個人的にも年明けの救急外来・内科外来でインフルエンザの患者さんが

急に増えたのを実感しています。 

日本では毎年約1000万人の人がインフルエンザに感染しています。過度に恐れる必要

はありませんが、インフルエンザから皆さん自身、また周囲の方々を守るためには一人ひとり

が適切に行動する事が重要です。 

 

インフルエンザにかからない様にするために 

 流行している時期に外出する場合には、なるべく人ごみを避ける 

 外出後などはこまめに手を洗う(手に付いたウイルスを洗い流すため) 

 栄養と睡眠を十分にとり、室内を乾燥させない 

 

 

 



インフルエンザが疑われたら 

 急な 38℃以上の発熱、咳、のどや関節の痛みがある時は、インフルエンザの可能性が

あり早めに医療機関を受診 

(重症化のサインが無ければ緊急受診の必要性は低い) 

 高齢者・小児・妊婦、慢性の心・肺疾患患者、糖尿病患者などは症状が重くなりや

すいので注意 

 下記のような重症化のサインがある時はすぐに医療機関を受診 

 
 

インフルエンザを他の人にうつさないために 

 発熱、咳、鼻水などが現れたらなるべく外出しない 

 インフルエンザと診断されたら可能な限り仕事は休んで自宅療養する 

(学校等では定められた出席停止期間に従う) 

 鼻までしっかりとマスクをする。マスクなしで咳やくしゃみをする際にはティッシュなどで鼻や

口を押さえ、唾や鼻水が飛ばない様にする(咳エチケット) 

 

参考資料：厚生労働省ホームページ、岐阜県庁ホームページ 

 


